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(57)【要約】
【課題】厚くなり過ぎることなく、必要に応じて赤外線
遮断フィルタを信頼性高く利用することのできる光量調
節装置を提供すること。
【解決手段】開口面積を変化させて通過する光量を調節
する光量調節機構と、該光量調節機構の開口位置に赤外
線遮断フィルタ４３を移動させるとともに該赤外線遮断
フィルタを当該開口位置から離脱させるフィルタ切替機
構と、を備える光量調節装置であって、前記フィルタ切
替機構の赤外線遮断フィルタに対面する分離部材１１０
に当該赤外線遮断フィルタを干渉しないように収容する
凹形状部（収容空間）１１０ｂを設ける。
【選択図】図８


